
東日本大震災浸水域における表層土壌塩分の経年調査 
 

東海大学工学部 正会員 ○寺田 一美 

（社）Design Product 非会員  佐藤 勇喜 

東海大学情報理工学部 非会員   内田 理 

東海大学情報理工学部 非会員   長 幸平 

 

１．研究背景 

 2011 年 3 月に発生した東日本大震災により宮城県沿岸域には 8.6 m を超える津波が襲来し，浸水域は延べ

327 km2に上るなど甚大な被害を被った 1）．中でも農地への被害は著しく，宮城県の津波による被災農地面積

は 14,341 ha で，これは太平洋沿岸 6 県の全津波被災農地面積 21,476 ha のおよそ 67％を占める 2)．2012 年

3 月 11 日時点での被災農地の復旧完了面積は 33%に過ぎず 2)，宮城県では農業早期復興プロジェクトとして

海水流入農地の実態把握や除塩法，栽培管理技術の確立，農業経営支援などが鋭意進められている．本研究で

は農地復興の一助とすべく，宮城県沿岸浸水域において表土塩分含有量を計測し，震災後の 2013 年から約 3

年間の経年変化を調査した．その結果を報告する． 

２．研究方法  

 現地調査は図-1 に示す計 3 地区で行った．北から順に長面，石巻，閖上となり，各地区内で 4~6 地点の計

測地点を設け表土をスコップで採取し，東海大学湘南校舎実験室に持ち帰った．調査は 2013 年 3，6，8 月，

2014 年 3，8 月，2015 年 3，8 月，2016 年 3 月，8 月（長面のみ）の計 9 回行った．土壌塩分含有量の分析は，

宮城県農業早期復興プロジェクトによるカンタブを用いた簡易分析手法 3)を採用し行った．カンタブはコンク

リートの塩分濃度測定用器材であるが，土壌試料中の塩分量を簡易かつ迅速に計測できる手法として，イオン

クロマトグラフを用いた精密分析と同程度の精度が証明されている 3)． 
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図-1 宮城県沿岸域調査地点 
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３．研究結果・考察  

 図-2に各調査地点における表土中の塩分濃度を示す．閖上は Y1 地点で 2013 年 3 月に 0.003 %を示すも，そ

の後減少し同年 6 月以降 0.000 %であった．Y2，Y3，Y4 地点では非浸水域である Y5，Y6 地点と同じく，観

測期間中全て 0.000 %であり，ニンジン・レタスの耐塩性 0.05 %4)を下回る安全な値であった．石巻では I3 地

点で 2013 年 3 月に 0.024 %，I4 地点で 0.020 %を示したもののその後減少し，2015 年 8 月には石巻全地点で

0.000 %となった．一方長面では，最も海寄りの N4 地点で 2015 年 8 月に 0.058 %を検出した．その後 2016 年

3 月に 0.026 %，同年 8 月に 0.000 %と減少するも，閖上の調査結果に比べ長期に渡り塩分が検出されており，

地域差異が明らかになった．Sugiyama et al.（2014）5)が 2011 年 4，5 月に行った調査によると仙台市沿岸では

表土にのみ，石巻市沿岸域では 60cm 深まで塩分が検知され，また土質の違いにより石巻では仙台沿岸に比べ

降雨・地下水による希釈効果が望めないことが示唆されており，本調査結果と一致するものと思われた． 
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図-2 表土中の塩分濃度 [%] （図中数値表記無しは欠測） 

Ⅶ-9 第44回土木学会関東支部技術研究発表会


